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広報

７月２７日（日）、第２０回京都府消防操法大会が府立丹
波自然運動公園で行われ、井手町から小型ポンプ操法
の部に第一分団第四部（上井手区＝柴田和之部長）が出
場し、悲願の初優勝を果たしました。
この大会は、消防団員の消防技能の向上と士気の高

揚を図り、消防活動の充実に寄与することを目的に行
われ、小型ポンプ操法の部には府内２０市町村が出場し
ました。
なお、井手町を代表して出場された選手の方は次の

とおりです。
煙指揮者 福田 督さん 煙一番員 寺島 雄一さん
煙二番員 柴田 護さん 煙三番員 中坊 彰秀さん
煙補助員 田村 英樹さん

井手町消防団悲願井手町消防団悲願のの初初優勝初優勝
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更
新
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
宇
野
一
美
井

手
町
小
学
校
体
育
連
盟
会
長
か
ら

「
他
人
と
競
技
を
す
る
時
は
、
勝

ち
負
け
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
と

の
勝
ち
負
け
も
あ
り
ま
す
。
一
つ

の
目
標
を
立
て
て
、
達
成
で
き
れ

ば
勝
ち
で
す
。
今
日
は
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。記

録
会
で
は
、
平
泳
ぎ
や
ク
ロ

ー
ル
な
ど
の
種
目
が
行
わ
れ
、
懸

命
に
泳
ぐ
児
童
に
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
か
ら
「
あ
と
も
う
少
し
だ
、
頑

張
れ
。」な
ど
の
声
援
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

いいでのまちかいでのまちかどど

ウオ
ッチン

グ
祝辞を述べる汐見町長

７
月

日
（
火
）、
自
然
休
養
村

１５

管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
綴
喜
地
区
実
施

委
員
会（
橋
本
宗
之
実
施
委
員
長
）

主
催
の
第

回
社
会
を
明
る
く
す

５８

る
運
動
綴
喜
地
区
研
修
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
は
犯
罪
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
々
の
更
正
へ
の
理
解
を
深

め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
に
昭
和

年
か
ら
毎
年

２６

７
月
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
関
係
者
約
１
８
０

人
が
出
席
し
、
過
去
に
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
を
雇
い
入
れ
、
そ
の

立
ち
直
り
を
支
え
て
い
る
協
力
雇

用
主
と
そ
こ
で
働
く
人
々
の
姿
を

記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ビ

デ
オ
「
ボ
ク
の
居
場
所
」
が
上
映

さ
れ
た
後
、
京
都
府
教
育
大
学
非

常
勤
講
師
の
木
島
芳
春
さ
ん
が

『
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
き
ず
な
』

と
題
し
、
戦
後
の
少
年
犯
罪
や
当

時
の
社
会
情
勢
を
題
材
に
し
た
講

演
を
行
い
、
参
加
者
ら
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

７
月
３
日
（
木
）、
玉
川
の
名
水

を
守
る
会
の
設
立
総
会
が
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
玉
川
が
『
平
成
の
名

水
百
選
』に
選
ば
れ
た
事
を
受
け
、

井
手
町
豊
か
な
緑
と
清
流
を
守
る

協
議
会
と
井
手
町
建
設
業
協
会
が 講演の様子

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
奥
西
康
人
委
員

長
）
が
企
画
し
た
『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う

ゆ
う
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
挑

戦
！
』
が
行
わ
れ
小
中
学
生

人
２５

が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
高
神
社
や
ホ
タ
ル

公
園
周
辺
を
散
策
し
た
り
、
夜
に

は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
玉
水
橋
の
清
掃

活
動
や
川
に
つ
い
て
の
学
習
会
、

手
作
り
の
イ
カ
ダ
に
乗
っ
て
木
津

川
下
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

５８綴
喜
地
区
研
修
大
会

挨拶をする橋本実施委員長

玉
川
の
名
水
を
守
ろ
う

設立総会の様子

記
録
更
新
に
挑
戦

７
月

日
（
金
）、
井
手
小
学
校

１１

で
井
手
町
小
学
生
水
泳
交
歓
記
録

会
が
行
わ
れ
、
井
手
小
学
校
６
年

生

人
と
多
賀
小
学
校
６
年
生

６４

２０

人
が
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
記
録

自己記録更新に挑む児童ら

井
手
町
の
自
然
を

再
発
見
し
よ
う

木津川下りに挑戦する子どもたち 自然散策（ネイチャーゲーム）の様子

７
月

・

日
の
２
日
間
に
か

２０

２１

け
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
コ
井
手

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
奥
田
武
彦

理
事
長
）
と
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス

玉
川
に
関
係
す
る
井
手
土
地
改
良

区
・
井
堤
保
勝
会
・
部
落
解
放
井
手

建
設
協
同
組
合
・
井
手
町
商
工
会
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
正
池
環
境
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
・
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
保
護
友

の
会
の
６
団
体
に
呼
び
か
け
て
発

足
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
役
員
の
選
出
が
行

わ
れ
、
井
手
土
地
改
良
区
理
事
の

福
田
宏
司
さ
ん
が
会
長
に
、
井
手

町
豊
か
な
緑
と
清
流
を
守
る
協
議

会
の
小
川
憲
一
さ
ん
が
事
務
局
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度

の
事
業
計
画
が
検
討
さ
れ
、
跨
線

橋
か
ら
奥
玉
川
橋
ま
で
の
川
床
の

草
刈
を
行
う
事
を
決
め
ま
し
た
。
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

１
歳
の
お
誕
生
日
会

パネルシアターを楽しむ参加者

７
月

日
（
水
）、
玉
川
保
育
園

１６

内
に
あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
開
設
１
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、

関
係
者
ら
約

人
が
参
加
し
ま
し

６０

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
育
て
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
同
セ
ン
タ
ー

の
１
歳
の
誕
生
日
を
み
ん
な
で
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
。
記
念

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
パ
ネ
ル
工

房
壱
番
の
赤
井
登
美
子
さ
ん
に
よ

る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

７
月

日
（
木
）、
井
手
小
学
校

１７

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
小
川
成
美
会
長
）
主
催

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
自
転
車
点
検
・
交

通
安
全
講
習
会
が
井
手
小
学
校
で

行
わ
れ
、
約

人
の
親
子
が
参
加

５０

し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、
整
備
不
良
に
よ

る
事
故
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
点
検

や
修
理
方
法
を
学
び
自
転
車
を
大

切
に
し
、
一
日
で
も
長
く
乗
っ
て

ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。

自
転
車
点
検
で
は
、
府
自
転
車

安
全
利
用
推
進
員
の
方
か
ら
サ
ド

ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
調
節
な
ど
を
教

わ
り
、
交
通
安
全
講
習
会
で
は
、

府
田
辺
警
察
署
の
方
か
ら
道
路
の

安
全
な
走
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。 親

子
で
自
転
車
点
検
・

交
通
安
全
講
習
会

自転車の点検方法を学ぶ児童ら

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫

ブルーベリーの収穫をする園児

７
月

日
（
火
）、
玉
川
保
育
園

２２

と
多
賀
保
育
園
の
年
長
組

人
４４

が
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
で
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
畑
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
チ

ュ
ラ
ル
（
木
田
重
治
理
事
長
）
が

同
メ
ン
バ
ー
の
丸
山
俊
也
さ
ん
所

有
の
竹
林
を
整
備
し
た
も
の
で
、

約
２
０
０
本
の
木
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

園
児
ら
は
、
紫
色
に
染
ま
っ
た

大
き
な
実
を
見
つ
け
る
と
、
一
粒

ず
つ
採
り
な
が
ら
手
に
し
た
紙
コ

ッ
プ
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
ま
し

た
。収

穫
さ
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
、
ジ
ャ
ム
に
し
て
給
食
に
出
さ

れ
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
高齢の方や障害のある方を災害から守りましょう！

― 災害時要配慮者避難支援制度のお知らせ ―
井手町では、「災害が発生したときや、災害のおそれがあるとき、支援が必要な高齢の方や障害のある方に対して、災害

に関する情報の伝達や避難などの手助けが、地域の中で、速やかに安全に行われる仕組み」を取り組んでいきます。そのた

め、まず地域における災害時の支援を希望される方からの申請の受付を始めます。

◆対象となる方･･･

災害時に家族などの支援だけでは避難することができない、または、家族などの支援を受けられない方で、自分の住所や

名前、本人の状況など個人情報を自主防災組織・民生児童委員・消防団などへ提供することに同意される以下の方を対象とし

ます。（施設・病院などに長期入所・入院されている方は対象になりません。）

① ６５歳以上の高齢者（ひとり暮らしの方、高齢者のみの世帯に属する方）

② 介護が必要な方（要介護３・４・５）

③ 障害をお持ちの方（身体障害手帳１・２級、療育手帳Ａ・Ｂ、精神障害者保健福祉手帳１・２・３級）

④ その他、災害時に自力で避難することが困難な方

◆申請の手続き･･･

申請を希望される方は、申請書を役場に提出してください。申請窓口は次のとおりです。

総務課、高齢福祉課、住民福祉課、地域包括支援センター、社会福祉協議会

※郵送による申請もできます。その場合は、総務課（問い合わせ先）へ申請書を送付してください。

申請書は上記窓口から入手できます。また、井手町ホームページからダウンロードすることもできます。

◆問い合わせ先 役場総務課（℡８２－６１６１）
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▼

７月１４日（月）、井手町人権擁護委員に再任された、市場
和男さんへの委嘱状の伝達式が役場で行われ、汐見町長より
法務大臣からの委嘱状が手渡されました。

▼

７月６日（日）、井手町消防団第一分団（福島昌英分団
長）による山林パトロールが行われました。パトロール
は、田村新田区（大正池周辺）で実施され、危険箇所の
チェックや啓発看板周辺の草刈りや補修などを行いまし
た。

▲
７月１日（火）、京都府内で「府域一斉シートベルト・

チャイルドシート着用推進街頭啓発活動」が行われ、井手
町でも綴喜交通安全協会井手支部（中田隆司井手支部長）・
府田辺警察署員らが、下玉川橋でシートベルト・チャイル
ドシート着用を呼びかけました。

▼

７月４日（金）、山吹ふれあいセンターで第１回目の井手
町歴史ロマン講座が行われ、約４０人が参加しました。
同講座では、府教育庁文化財保護課の田中淳一郎文化財

専門技術員を講師に招き、「文献資料にみる井手寺」と題
し、井手寺と橘諸兄との関係や石橋瓦窯の重要性などを文
献資料を元に講演されました。

井手町木造住宅耐震診断士派遣事業のご案井手町木造住宅耐震診断士派遣事業のご案内内

井手町では、木造住宅の耐震診断を希望される住民に
対し、耐震診断士を派遣する事業を実施しています。

＜対象＞次の要件すべてに該当する木造住宅。

①昭和56年5月31日以前に着工され、完成している

もの。

②床面積の２分の１以上を住宅の用途として使用し

ているもの。

③簡易耐震診断の診断結果の評点が9点以下である

こと。

＜募集戸数＞10戸（先着順）

＜必要な費用＞2，000円（診断１戸あたりの自己負担）

＜必要書類＞次のとおりです。

①井手町木造住宅耐震診断士派遣事業申込書

②簡易耐震診断結果書

③建築年月、所有者がわかる書類

＜申込期間＞平成20年11月28日（金）まで

＊詳しくは、井手町役場建設課（℡82‐6167）までお

問い合わせください。
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井手町では、地震に強いまちづくりを推進するため、木造住宅の耐震改修にかかる費用の一部を助成します。
<補助対象>次の要件すべてに該当するもの。
①昭和５６年５月３１日以前に着工され、完成しているもの。
②床面積の２分の１以上を住宅の用途として使用しているもの。
③井手町木造住宅耐震診断士派遣事業または、平成１８年３月３１日以前に建築士による耐震診断を行っていること。
④耐震診断の結果、評点が１．０未満と診断された木造住宅を１．０以上に向上させるもの。
⑤井手町が特に耐震改修を促進すべきと定めた地域に建築されていること。
⑥町税等の滞納がない者であること。
<補助金額>木造住宅耐震改修に要する費用額の２分の１（ただし、上限は６０万円）
<募集戸数>３戸（先着順）
<必要書類>煙木造住宅耐震改修事業費補助金交付申請書

煙耐震改修工事見積書（設計事務所及び工事施工会社の記名・捺印のあるもの）
煙耐震診断結果報告書
煙耐震補強計画書 ①案内図・平面図 ②補強計画書 ③耐震改修後の建物についての総合判定
煙町税の納付証明等
煙所有者と居住者が異なる場合は同意書
煙その他町長が必要と認める書類

<申込期限>平成２０年１１月２８日（金）まで

＊詳しくは、井手町役場建設課（℡82‐6167）までお問い合わせください。

国民健康保険税の納付方法の変更について
国民健康保険税について、今年１０月より年金天引きにて納めていただく予定となっている方のう

ち、以下の①及び②のいずれの要件も満たす方は、保健医療課の窓口へお申し出いただくことによ

り、保険税を口座振替により納めていただくことが可能となります。

①これまで、保険税を２年間滞納することなく納付していた方。

②これからの保険税を、口座振替により納付できる方。

脅長寿医療制度の保険料及び国民健康保険税の納付方法変更のお申し出は、８月２０日までにお願いします。

保健医療課の窓口にお申し出いただいた後、速やかに１０月分の年金からの納付を中止する手続き

を行いますが、８月２０日を過ぎてお申し出いただいた場合は、１０月分の中止手続きに間に合いませ

んので、お申し出いただく時期により１２月分以降の年金から中止させていただくことになります。

ご了承下さい。

お問い合わせは、保健医療課（℡８２‐６１６６）まで

政府・与党決定（平成20年6月12日）に基づく

長寿医療制度の保険料の納付方法の変更について
長寿医療制度の保険料について、今年４月より年金天引きにて納めていただいている方、又は今

年１０月より年金天引きにて納めていただく予定となっている方のうち、以下のいずれかの要件を満

たす方は、事前に金融機関の窓口にて保険料の口座振替の手続きを行っていただいた上、保健医療

課の窓口へお申し出いただくことにより、保険料を口座振替により納めていただくことが可能とな

ります。

①国民健康保険税をこの２年間、滞納なく納付していた方（本人）が口座振替により

納付する場合

②世帯主又は配偶者がいる方（年金収入が180万円未満の方）で世帯主又は配偶者の

金融機関口座からの口座振替により納付する場合

木造住宅耐震改修の補助を行います木造住宅耐震改修の補助を行います。。
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子育て支援センターからのお知らせ

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援センター｣を開設して

います。子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日（午前９時半～午後４時）にご利用でき

ますので、いつでも気軽にあそびにきてください。 お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐

2232）まで

8・9月の事業 時間：午前10時～正午（どの事業も予約なしでいつでも参加できます。）
土金木水火月日
16151413121110

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区
23222120191817

よちよち広場
わらべうた
水遊び

さんさん会
（支援センター）

おでかけ広場
（西部公民館）

多賀地区
30292827262524

ぴよぴよ広場
わらべうた
手遊び

さんさん会
（玉泉苑）

さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）
654329/131

とことこ広場
ふれあい遊び

さんさん会
（支援センター）

たけのこ広場
（多賀保育園）

13121110987
おでかけ広場

（人権交流センター）
井手地区

たけのこ広場
（多賀保育園）

子育てサークル活動
さんさん会：午前10時～正午
妊婦～3歳位の子どもとその保護者

たけのこ広場：午前10時30分～正午
未就園児の子どもとその保護者

各広場の対象者
＊とことこ広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよち広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよ広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL０７７４-６３-２６６２

「
耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談
」

最
近
、
テ
レ
ビ
の
音
や
相
手
の

声
が
聞
き
取
り
に
く
い
、
補
聴
器

を
使
う
と
本
当
に
良
く
聞
こ
え

る
？
な
ど
･･･耳
の
こ
と
で
お
悩

み
の
方
や
お
困
り
の
方
に
、
言
語

聴
覚
士
が
検
査
・
相
談
を
行
い
ま

す
。

日
時
／
９
月

日
（
木
）

１８

①

時

分
～

②

時

分
～

１０

３０

１１

３０

③

時

分
～

④

時

分
～

１３

３０

１４

３０

⑤

時

分
～

１５

３０

（
お
一
人
約
１
時
間
、
定
員
５
名

の
予
約
制
で
す
。）

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
／
聴
力
測
定
及
び
聞
こ
え
に

関
す
る
相
談

申
込
／
高
齢
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

＊
検
査
の
内
容
・
相
談
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー「
は
ー
も
に
ぃ
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ

‐
５
９
８
１

５５

Ｆ
Ａ
Ｘ

‐
５
９
８
２

５５

＊
今
年
度
は
第
２
回
（

月
）・
第

１１

３
回
（
来
年
２
月
）
実
施
し
ま
す
。

京
都
府
山
城
北
保
健
所
難
病

相
談
（
神
経
系
）に
つ
い
て

日
時
／
９
月

日
（
火
）

１６

午
後
１
時
～
３
時

分
３０

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

対
象
者
／
神
経
系
難
病
及
び
そ
の

疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

＊
神
経
系
難
病
と
は
・
・
・
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発
性
硬
化
症
、

脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力

症
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談

と
指
導
・
助
言

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
南
京
都
病
院
神
経
内
科

岡

伸
幸
先
生

定
員
／
６
名

申
込
み
先
／
８
月

日
（
月
）
か

１１

ら
受
け
付
け
ま
す
。
京
都
府
山
城

北
保
健
所
（
℡

-

２
９
１
１
）

２１

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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禍

花

稼

苛
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

ジ
ョ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ

３
年
目

み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
、
泉
ヶ
丘
中
・
井
手
小
・
多
賀
小

の
３
校
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
ジ
ョ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
は
、
小
・
中
学
校
が
連
携
し
、

義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
に
基
礎
的
な
学
力
や
学
習
習
慣
を
確

実
に
身
に
付
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
小
・
中
学
校
の
教
員
が
互
い
に
授

業
を
参
観
し
合
っ
て
授
業
研
究
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て
学
習
す

る
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

５
月
８
日
に
は
、
町
内
の
小
学
校
６
年

生
が
泉
ヶ
丘
中
に
出
か
け
で
部
活
動
を

体
験
し
、
中
学
生
と
一
緒
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

日
に
は

２６

中
学
校
で
体
験
授
業
を
行
い
ま
し

た
。

月
に
も
再
度
実
施
す
る
予
定

１２

で
す
。

さ
ら
に
、
中
学
校
の
教
師
に
よ
る

小
学
校
で
の
出
前
授
業
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
通
し
て
小
・
中
学
校

の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を
進
め
て
い
ま

す
。８

月

日
に
は
夏
季
小
中
合
同
研

２２

修
会
を
開
い
て
町
内
の
教
職
員
が
一

同
に
集
ま
り
、
各
校
の
実
践
や
児

童
・
生
徒
の
学
力
状
況
を
交
流
し
、

学
力
向
上
に
向
け
た
研
修
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
学
習
の
土
台
と
な
る
生
活

習
慣
に
も
目
を
向
け
、「
学
習
・
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
実
態
の

把
握
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
等
の
分
析
結
果
や
ジ
ョ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

教育の窓

第５回井手町人権啓発コンクール

ポスター・標語を募集します
井手町では、人権啓発活動の一環として、第５回井手町人権啓発コンクールを開催し、「人権ポスター」及び「人権標

語」を募集します。同和問題をはじめ、女性問題、子どもの問題、障がい者問題など、さまざまな人権問題への思いを、
ポスターと標語で表現してください。応募作品は、人権啓発のイベントで展示発表するほか、１２月頃には優秀作品で人権
啓発カレンダーを作成します。みなさん、ふるって応募してください。

◇応募資格 井手町在住または在勤の方
◇テ ー マ 人権の大切さを表す内容のもの
◇応募方法 ポスター

ひとり一点とします。四つ切り画用紙（縦･横自由）で着色画材は自由です。
裏面に、名前・年齢（小中学生の場合は学校名と学年）、住所、電話番号を 記入してください。
標 語
ひとり一点とします。名前・年齢（小中学生の場合は学校名と学年）・住所・電話番号を記入してください。

◇提 出 先 同和・人権政策課（井手町立いづみ人権交流センター内）※標語はＦＡＸ（82‐4112）でも受け付けます。
◇締め切り ９月１９日（金）
◇そ の 他 ・応募作品の著作権及び使用権は主催者に帰属するものとします。

・応募作品は返却しません。
・応募作品についての個人表彰は行いません。
・作品を応募していただいた方全員に参加賞を贈ります。（１２月頃）

＊お問い合わせは、同和・人権政策課（TEL82‐3380）まで
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Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
０
７
５
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
９
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
１
０
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
９
月
６
日
（
土
）
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡
８
２
‐
３
０
０
０
）
ま
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
さ
れ
ま

し
た
か

新
築
住
宅
は
、
平
成

年
６
月
か
ら
住
宅
用
火

１８

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅
（
戸
建
て
住
宅
・

店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
）
は
、
平
成

年
５
月

２３

日
ま
で
設
置
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
切

３１な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
設
置

を
お
勧
め
し
ま
す
。
取
り
付
け
る
箇
所
は
、
寝

室
・
階
段
・
台
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
訪
問
し
販
売
を
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
業
者
の
服
装
や
急
が
せ
る
話
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
予
防

課
（
℡

‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、
京
田
辺
市
消

６３

防
署
井
手
分
署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

合
同
企
業
面
接
会
の
ご
案
内

日
時
／
９
月

日
（
金
）
午
後

時
半
～
４
時

１２

１２

場
所
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽
２
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

参
加
企
業
／
宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町
・
綴
喜

郡
・
京
田
辺
市
・
木
津
川
市
・
相
楽
郡
の
企
業
約

社
１０

児
童
扶
養
手
当
及
び
、特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
、
８
月

日
ま
で

２９

に
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
は
、
９

月

日
ま
で
に
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届

１０
出
に
よ
っ
て
引
き
続
き
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
を
審
査
し
、
こ
の
手
当
を
引
き
続
き
受

け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
新
た
に
証
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

【
ご
注
意
】届
出
を
２
年
間
続
け
て
出
さ
な
い
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当
の
支
給

が
停
止
に
な
っ
て
い
る
人
も
、
２
年
間
届
出
を
出

さ
な
い
場
合
も
同
様
に
手
当
て
を
受
け
る
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
４
）
ま
で

平
成

年
度
母
子
家
庭
人
間
ド
ッ

２０

ク
受
診
者
の
募
集
に
つ
い
て

募
集
定
員
／
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
管
内
で
２３

名
（
申
込
み
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
受
診

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

募
集
期
限
／
９
月
５
日
（
金
）
ま
で

受
付
場
所
／
役
場
住
民
福
祉
課

受
診
期
間
／
平
成

年

月
～
平
成

年
３
月

２０

１１

２１

受
診
場
所
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
検
診
セ
ン
タ
ー

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
電
話

‐
５
７
４
７
）
ま
で

６３
恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・

引
揚
者
の
皆
様
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
い
ま
だ
請
求

さ
れ
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
『
特
別
慰
労
品
』

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
）。「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
を
し
て
い
て
戦
後

引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

請
求
書
等
は
井
手
町
役
場
住
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
請
求
期
限
は
平
成

年
３
月

日
ま
で
で

２１

３１

す
。
未
請
求
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件
等
の
質
問
は
独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
ま
で
（
請
求
に
関
す
る
「
お

問
い
合
わ
せ
」
や
「
ご
相
談
」
は
無
料
で
す
。）

無
料
電
話

０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３

届
い
て
ま
す
か「
き
ょ
う
と
府
民
だ

よ
り
」

京
都
府
が
発
行
し
て
い
る
「
き
ょ
う
と
府
民
だ

よ
り
」
は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
に
、
新
聞
折
り
込

み（
京
都
、朝
日
、読
売
、毎
日
、産
経
、日
経
の
各
新

聞
）
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
届

い
て
い
な
い
場
合
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
無

料
で
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
府
内
在
住
の
視
覚

障
害
の
方
を
対
象
に
点
字
版
、
文
字
拡
大
版
及
び

テ
ー
プ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

京
都
府
広
報
課（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
０
７
４
・

８
月
は
、
町
府
民
税
・
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
３
期
納
期
限
で
す

求
人
内
容
／
事
務
職
を
中
心
と
し
た
フ
ル
タ
イ
ム

求
人

参
加
者
／
求
職
者
、
在
職
中
の
方
も
可
（
新
規
学

校
卒
業
者
予
定
者
を
除
く
）

内
容
／
求
職
者
の
就
職
面
接
会
及
び
求
人
内
容
の

説
明

そ
の
他
／
参
加
は
無
料
で
す
。
事
前
申
し
込
み
は

不
要
。
履
歴
書
が
必
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
田
辺
公
共
職
業
安
定

所
（
℡

‐
８
６
０
９
）
ま
で

６５ス

ポ

ー

ツ

【
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

日
時
／
９
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
開
会

場
所
／
新
四
郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
８
月

日
（
水
）・
９
月
３
日
（
水
）

２０

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）
】

日
時
／
８
月

日
・

日
（
土
）

１６

３０

／
９
月
６
日
（
土
）

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
８
月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

２３

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
８
月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２２
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持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
８
月

日
（
金
）
午
前

時
～
正
午

２２

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
８
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２１

《
人
権
学
習
会
》

日
時
／
８
月

日
（
水
）
午
前

時
～

時
半

２７

１０

１１

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
８
月

日
（
水
）

２７

／
８
月

日
（
金
）《
８
月

日
の
予
備
日
》

２９

２７

い
ず
れ
も
、
午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
》

日
時
／
８
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２８

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
９
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
、

歳
以
上

６５

【
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
】

日
時
／
８
月

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２６

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

／
９
月
８
日
（
月
）

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
８
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２５

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
８
月

日
（
月
）

１８

／
９
月
１
日
（
月
）

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
８
月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
８
月

日
（
火
）・
８
月

日
（
火
）

１２

２６

／
９
月
９
日
（
火
）

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
８
月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２９

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月

日
（
水
）
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

８
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

岩手・宮城内陸地震による
被災者支援のお礼について

井手町では、岩手・宮城内陸地震で大きな被害を受けた地

域への義援金を募るため、７月１日から７月１４日まで役場

や町内の各施設に募金箱を設置し、皆様方からのご協力を

お願いしてきました。

期間中、皆様からお寄せいただきました義援金の総額が

１７，７５３円となり、この義援金は、日本赤十字社を通じて被

災者に届けることにしています。義援金をお寄せいただき

ました皆様方に、心よりお礼申し上げます。ご協力ありが

とうございました。

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
８
月

日
（
火
）

２６

／
９
月
９
日
（
火
）

い
ず
れ
も
、
午
前

時
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
井
手
玉
川
大
学
（
第
２
回
）
】

日
時
／
９
月
８
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
児
童
劇
巡
回
事
業
（
ポ
カ
ポ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
）
】

日
時
／
８
月

日
（
水
）
午
前

時
～

時

２０

１０

１１

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
井
手
町
美
化
運
動
２
０
０
８
】

日
時
／
８
月

日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

時

３１

１０

場
所
／
町
内
全
域

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
８
月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
離
乳
教
室
】

日
時
／
９
月
５
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
８
月

日
（
月
）

１８

対
象
／
Ｈ

・
１
・
１
か
ら
Ｈ

・
４
・

生
ま
れ

１８

１８

３０

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
９
月
１
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ

・
１
・
３
か
ら
Ｈ

・
３
・
３
生
ま
れ

１９

１９

受
付
／
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
８
月

日
（
火
）

１９

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時

分
４５

煙
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
８
月

日
（
月
）

１１



2008-8 広報いで１０

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

８
月

◆
一
般
書

「
マ
ラ
リ
ア
」

桂
美
人

「
ス
ヌ
ス
ム
ム
リ
ク
の
恋
人
」野
島
伸
司

「
武
士
道
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
」誉
田
哲
也

「
少
年
曲
馬
団
」

花
村
萬
月

「
ア
カ
ペ
ラ
」

山
本
文
緒

「
な
ぜ
泣
く
の
」

小
手
鞠
る
い

「
非
常
識
家
族
」

曽
野
綾
子

◆
児
童
書

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】
４
月
～
９
月

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

☆
８
月
・
９
月
の
休
館
日

８
月

・
・
・

日

１１
１８
２５
２８

９
月
１
・
８
・
・
・
・
・

日

１６
２２
２４
２５
２９

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

「
パ
パ
に
あ
い
た
い
」オ
ー
ム
ラ
ト
モ
コ

「
ま
め
う
し
く
ん
と
こ
ん
に
ち
は
」

あ
き
や
ま
た
だ
し

「
こ
れ
、
ぼ
く
の
宝
物
で
す
」山
下
奈
美

「
お
お
き
く
お
お
き
く
お
お
き
く
な
る
と
」

佐
藤
ひ
と
み

「

才
ま
で
に
や
っ
て
み
よ
う
か
ん
た
ん

１０ワ
ク
ワ
ク
理
科
あ
そ
び
」
山
村
紳
一
郎

☆
８
月
・
９
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

９
月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
か
ら

１３

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

９
月

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

２０

※
８
月
は
あ
り
ま
せ
ん

《
工
作
教
室
》

８
月

日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

２０

《
夏
の
お
話
し
会
》

８
月

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

２４

《
本
と
遊
ぼ
う
『
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
』》

９
月
３
日
（
水
）
午
前

時
か
ら

１０

時が滲む朝
楊・逸

梁浩遠と謝志強。天安門事件
から北京五輪前夜まで、２人
の中国人大学生の成長を通し
て中国民主化勢力の青春と挫
折を描く。中国人の心情をえ
ぐった一冊。

真夜中の運動会
池永陽
ほよほよする足、えくぼ、ハ
チマキ、そして、初恋のきよ
ちゃん。それは、ボケ始めた
じいちゃんが繰り返し言い続
ける４つの単語。その繋がり
に気づいたとき、家族は夜の
校庭に向かって走り出した―。
優しくも切ない家族小説。

秘密の島のニム
ウェンディー・オルー
ニムが暮らす「秘密の島」が
どこにあるのか、知ってる人
は、世界にふたりだけ。ニム
と、おとうさんのジャックだ
けです。ところが、ある日…。
冒険がいっぱいの孤島の暮ら
しと、風変わりな友情が胸を
うつ感動のファンタジー。

リゼッテとみどりのくつした
かたいっぽう
カタリーナ・ヴァルクス
散歩に出かけたリゼッテは、
素敵なくつしたを見つけます。
でも、かたっぽしかありませ
ん。もうひとつはどこ？ ネ
ズミのベベールは、帽子にな
ると言うけれど…。フランス
からやってきた、かわいくっ
てちょっとヘン！な絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ

保
険
料
免
除
期
間
の
扱
い
に
つ
い
て
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ

今
年
７
月
以
降
保
険
料
免
除
申
請
さ
れ
た
場

合
、
申
請
期
間
は
、
今
年
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月

ま
で
と
な
り
ま
す
。
翌
年
７
月
以
降
も
免
除
申
請

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
翌
年
７
月
以
降
新
た
に
申

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
今
年
度
の

保
険
料
が
全
額
免
除
と
承
認
さ
れ
、
継
続
申
請
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
翌
年
度
も
申
請
が
あ
っ
た
も

の
と
み
な
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
の
と
き
に
国
庫

負
担
に
相
当
す
る
額
（
年
金
額
の
三
分
の
一
で
、

将
来
は
二
分
の
一
。
一
部
納
付
し
た
期
間
は
、
国

庫
負
担
分
に
そ
の
保
険
料
分
も
加
算
）
が
算
入
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受

給
資
格
要
件
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
ら

な
い
よ
う
に
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を

う
け
た
期
間
は
、

年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保

１０

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
し
た
期
間
に
応
じ

て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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ごみ収集日程表（8月11日～9月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田

⑧８月２５日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨８月２６日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩８月２７日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山

⑪８月２８日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫８月２９日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝

⑬９月１日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭９月２日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休

⑮９月３日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

区 分

地 区

８月２０日

９月３日

８月１３日

８月２７日

９月１０日

８月１４日９月４日８月２１日８月２８日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

８月１３日

８月２７日

９月１０日

８月２０日

９月３日
８月１５日９月４日８月２２日８月２９日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

８月１３日

８月２７日

９月１０日

８月２１日

９月４日
８月１４日８月２８日８月２０日９月３日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区



住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日

妻夫住所

早 田奈緒美長 津 陽 市井手

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

哲 義雄 大
ゆう だい

藤 本井手

裕 一那 南
な な

合 屋井手

茂 則梨音菜
り お な

西 島井手

史 浩湧 晴
ゆう せい

大 西多賀

行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月8/11
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）火12

水13
木14
金15

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土16
日17

２歳半歯科健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

月18

ＢＣＧ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）火19
児童劇巡回事業【ポカポカコンサート】（午前１０時～１１時、自然休養村管理センターホール）
工作教室（午後２時～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水20

ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）木21
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金22

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土23
夏のお話し会（午後２時～、山吹ふれあいセンター図書館）日24
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）

月25

こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）

火26

人権学習会（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）水27
陶芸教室（午前９時半～１１時、いづみ人権交流センター）
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、賀泉苑）

木28

総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
天文台公開予備日【８月２７日中止の場合】（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）金29

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土30
井手町美化運動２００８（午前８時半～１０時、町内全域）日31
無火災デー防火パレード
１歳半健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月9/1

火2
本とあそぼう『全国訪問おはなし隊』（午前１０時～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水3

山吹体操クラブ（午後１時半～３時、玉泉苑）木4
離乳教室（午後１時半～３時半、保健センター）金5
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土6

町民グラウンドゴルフ大会（午前９時～、新四郎山町民グラウンド）日7
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）
井手玉川大学【第２回】（午後１時半～３時、自然休養村管理センター）

月8

こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火9

育児相談（受付：午前９時半～１０時半、西部公民館）水10

出張徴収【多賀】
（老人福祉センタ
ー賀泉苑）

まちのカレンダまちのカレンダーー
（8月11日～9月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

（６月２０日から７月１９日までの届出分・敬称略）

（６月２０日から７月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】
（いづみ人権交流
センター研修棟）
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